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企画調整担当

2864

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B14
平和資料館管理運営費 総務費 県民費 平和資料館費

埼玉県平和資料館条例 戦略項目

分野施策

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
使用料・手数料 財産収入 県　債

決定額 98,260 132 11 58,000 40,117 69,728

前年額 28,532 1,265 12 26,011

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

県民活動推進
費

事 業
期 間

平成 4年度～ 根 拠
法 令

　　平和資料館の利用者のサービス向上とコスト削減を
　図るため、指定管理者制度を導入する。また、開館20
　周年を迎えるにあたり、リニューアル工事を行うとと
　もに、20周年記念関連事業を実施する。
（１）管理運営委託費　　　　　　　　　　37,706千円
（２）資料収集・展示、普及啓発、管理費　 1,704千円
（３）リニューアル工事費　　　　　　    58,850千円

（１）事業内容
　　　平和資料館の利用者のサービス向上とコスト削減を図るため、指定管理者制度を導入する。また、開館20周年を
　　迎えるにあたり、リニューアル工事を行うとともに、20周年記念関連事業を実施する。
　　ア　管理運営委託費　　　　　　　　　　　37,706千円
　　イ　資料収集・展示、普及啓発、管理費　　 1,704千円
　　ウ　リニューアル工事費　　　　　　　    58,850千円
（２）事業計画
　　ア　指定管理者制度の導入　平成25年4月1日
　　イ　リニューアル工事　　　平成25年4月～平成25年9月(工事期間中は閉館)
　　　 (主な工事内容)
　　  (ｱ)エントランスに来館者へのメッセージを発信する大型グラフィックを配置し、日本の国際貢献を広く知らせ
        る場とする。
　　  (ｲ)常設展示室への入口であるタイムトンネルを過去に遡り、現在の平和の原点回帰を連想させる空間とする。
      (ｳ)エピローグ空間とテラスを一体の空間として活用し、平和な未来の創造についての新たな展示の場とする。
 　 ウ　リニューアルオープン　平成25年10月
　　エ　開館20周年記念式典の開催
　　オ　企画展3回、ギャラリー展1回実施　
（３）事業効果
　　ア　来館者の安全確保、サービスの向上とコスト削減及び平和資料館の円滑な運営が図られる。
　　イ　資料の調査収集と保全、展示内容の充実及び普及事業の推進を図ることができる。
　　　　また、展示事業を通して、県民の平和意識の高揚に資することができる。
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　指定管理者制度の導入(平成25年4月1日)
（５）その他
　　　変更事項：平和資料館調査・普及・展示開催費を廃止し、平和資料館管理運営費に統合した。

　（県10/10）

　　指定管理者制度導入に伴う減員(8人→5人)
　　9,500千円×5.0人＝47,500千円　

前年との
対比

― 県民生活部 B14 ―
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